
日時：2009年1月23日（金）１6時30分～１7時50分

会場：奈良女子大学理学部G202講義室（G棟2階）
講師：宮岡礼子先生（東北大学大学院教授）

題名：調和写像とダイヤモンド格子 --- その美しさの秘密 –--
概要：自然界には美しい形状を持つものがたくさんあります．朝顔のつる，巻貝の殻，蜂の巣などいろいろですが，これらはエネルギーを節約する，という生き残るための必須条件から生じた美しさです．エネルギーを節約することは数学的には変分問題とよばれる問題を解くことです．その解は『調和写像』とよばれるものが多く，『調和=ハーモニー』は美しいだけではなく，自然界の理にかなったものであることがわかります．ダイヤモンドの美しさはどこからくるのでしょうか？　実はこれも『調和』の観点から見ると，大変理にかなうものなのです．こんな話を模型など使いながらしたいと考えています．

　　　　　　　　　　　　
数学・物理科学・情報科学専攻の博士前期課程学生だけでなく，博士後期課程学生や学部学生，教員の方の聴講も歓迎します！

◆問い合わせ先　理学部数学科　小磯深幸（内線3363）

　　　　　　　koiso＠cc.nara-wu.ac.jp
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